第２５回タイワークキャンプ

「いのち・輝く・未来」

神戸YMCA職員　　竹内　尚美

　ホームステイ先のおばあちゃんはTシャツに「×」と書いてくれた。字の書けない人に会い、知りながらペンを渡した。ふと日本に帰って考えた。私のしたことは傷つけていないのだろうか。

何が隠されているのだろう？何を持って帰ることができるのだろう？という想いを抱きながら過ごした10日間。出会いと別れ、弱さとたくましさが混在して見えた10日間。私を含め、キャンパーにとっても事前研修のぎこちないスタートから家族のように打ち解けるまでのほんの数日。お互いを感じ、想い合い、言葉にし、行動する。皆にとってこの数日がもう2度とできないであろう貴重な経験になったと感じています。

　タイでは神戸YMCAとチェンマイYMCAとの深い繋がりを感じた場面がいくつもあり、歴史を感じたワークキャンプ。25年続いている活動のあらゆるところに先輩達の功績が見えるような気がして幾度となく感謝しました。

チェンマイ空港での大歓迎。一夜明けてのスラムで受けた衝撃。YMCAスタッフとタイキャンパーの万全なサポートが揺れ動く不安な心をいつもしっかり支えてくれました。一味違うシアトルキャンパーの存在に日本人キャンパーはいろいろな意味で心を動かされた事に違いありません。アジアと欧米、ワーク地バーンサイトゥン村においては山岳民族が加わり異文化が織り成す絶妙なハーモニーを見て感じることができました。

ワークの内容は保健棟（ウエルネスセンター）建設。子ども達や村人と毎日汗を流し、心で会話。言葉の通じない歯痒さと心で通じ合えたときの喜び。タイ語も話せない人が多いモン族という山岳民族。それが故に感じた教育が大切さ。そこにある保健棟を必要とする現実。ほとんどの家にはテレビ以外の電化製品がなく昔の日本を感じるアナログな生活。でも初めてなのになのになぜが懐かしく、どこか新鮮で心と体にグングン入ってくる。今も皆の身体に沁みこんだ消えないインクはなぜか広がり続けているようです。

最後の日の別れの涙。私たちキャンパーが得たものと村の人達が得たもの。子ども達の笑顔。慣れない日本語で皆が歌ってくれた「にじ」。誓った再会。学校教育は不足しているかもしれませんが4CDがいたるところにちりばめられた村の生活は今の日本では体得し難い素晴らしいお土産をたくさんくれたのも事実です。

私はタイのYMCA活動を経験し、「いのち･輝く･未来」をつくるために日本でしっかり地に足をつけた活動をしなければならないと改めて感じました。「いのち･輝く･未来」はキャンパーが保健棟の前に記そうとした言葉。諸事情で言葉は変わりましたが想いはしっかりと残してきていると確信しています。そしていつの日か私も村に帰り、今度はウエルネススタッフとしてお手伝いできればと思います。

歴史あるワークキャンプ。その一端を担わせていただき感謝いたいます。そして今まで関わり支え続けてきていただいた全ての人達に改めて感謝申し上げます。　　（25回引率ワークキャンプ引率）
日記編
３月１４日(金)

１日目・日本出発!!

９：３０　関西国際空港４Ｆ国際線南ゲートＧに日本人キャンパー１２人とディレクター１人が集まった。

　今回のワークキャンプ地はタイ北部でラオスとカンボジアの国境近くチェンライ県サイトゥン村にある学校だ。保健衛生環境に問題がある子どもたちのために新しい保健棟を建設しに行く。タイの農村コミュニティーに必要な施設を現地の人との協力のもとに作り上げるボランティア活動。その中でタイ、シアトル、ラオス、日本･‥国を超えて顔と顔の見える人間同士の関係をつくり、お互いの文化や習慣の違いと共通点を知り相互理解を深め精神的にまた具体的に平和のために協力し合える礎を築く。またフィールドスタディーを通じグローバルに課題になっているさまざまな視点を発見し、東南アジアの国との関係、構造的な格差、日本人としてのあり方を見つめ、気づきを得て、今後の行動への指針とする。大きな課題と期待と不安を抱えて初めて顔を合わせてから一ヶ月半･‥はじめは初対面の人ばかりで緊張していた事前研修ミーティングも回を重ねるにつれ打ち解けあっていった。どこから手をつけていいのか分からなかった課題もみんなで分担し整理して全員でシェアしていった。

そして迎えた初日‥･

集合した各々の顔からはすこしの緊張も垣間見えたがやる気に満ちた日本チームがいた。朝早いにも関わらず遠藤さん、小紫さん、そしてボランティアリーダーが空港まで着てくれみんなに見送られて期待と不安を胸に１１：１０タイに向けて飛び立った。

　バンコクを経由して約６時間チェンマイ空港に到着。タイキャンパーに温かく迎えてもらいチェンマイＹＭＣＡへ。初めてのタイ料理と初めて会うタイキャンパー、ドキドキの夕食会を終え長いようで短い初日の１日が終わった。

　　　　　（エイト記）
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３月１５日(土)

２日目・チェンマイにて
朝７時起床。非常に健康的な朝だった。
まず、スラムを見学しに行った。テレビで見た私の印象とは違い、きれいな置物や刺繍があり、意外な印象をうけた。そして、子どもたちはとても元気がよく、ミルクココアをあげると喜んで飲んでくれた。しかし、私が見たことのない程に汚れた川やゴミの山もあった。それらを含む、私が見たこのスラムの全てを、現状として受け止め、できるだけたくさんの人に、海外にはこのような所がありここに住む人々がどのような暮らしをしているかということを知ってもらいたい。
次にサオヒンYMCAの見学に行き、環境・地域汚染について学んだ。サオヒンYMCAでは環境・地域汚染に関するさまざまな教材があった。例を挙げて実際に見ながら説明をしてもらう事で汚染されているということを身近に感じることができた。このように一人一人が身近に感じてもっと深刻な事態であるということを感じなければならないと思った。
そして、ドイステープ寺院の見学に行った。そこには、竜の手すりの長い階段があった。また、お寺の中には沢山の仏像があった。僧侶さんに、頭の上から水を少しかけられ手首に白い紐を巻いてもらうという、おまじないのようなものをしてもらった。その時、僧侶さんが紐を結びながら、片言で「しあわせ」と言ってくれたのがすごく驚いたし、うれしかった。
　最後に、チェンマイＹＭＣＡに帰ってシアトルのメンバーと合流した。そして、夜にはウェルカムパーティをした。タイ、ラオス、アメリカ、日本の４カ国がそれぞれの衣装を着て、みんなで踊った。これから先、あんなに多文化な空間に自分が居るということは多分もうないだろうと思う。とても貴重な経験だった。そして、夜食べたグリーンカレーが辛すぎて、他に何を食べたか覚えていない…。
今日は、移動などですごく忙しかったけど、その分内容の濃い一日になった。

（かな記）
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３月１６日(日)

３日目・Camper集合!!

２日間お世話になったチェンマイＹＭＣＡを出発し、サオヒンＹＭＣＡへ！

サオヒンＹＭＣＡでは、環境・教育・地域などに向けられた活動内容の説明を受けた。その後に、キャンパー・スタッフ全員に配られたのは・・・ワークキャンプオリジナルTシャツ！！背中には、英語・タイ語・ラオス語・日本語で『平和』と書かれていた。明日は、皆でこれを着て村に向かうって最高だー！朝に体調不良で病院に行っていたユースケも合流してドンドンみんなのテンションが上がっていくのを感じた！！

　皆ノリノリで歌って、ゲームをして、お互いの名前をタイ語・ラオス語・日本語・英語で書き合いっこして・・・どんどん距離を縮めていった☆

そして、車の中で歌や、折り紙、お互いのことをいっぱい話しながら、チェンライのまっっしろのお寺、ワットロンクンへ到着。タイの５大デザイナーの１人がデザインした、すごくモダンなお寺。タイ人の仏教観や、お寺のアート性に圧倒された！！

そして、チェンライＹにやっと到着！晩御飯中も、色んな国の歌を歌いながら、お互いの話をしながら、和気あいあい☆食後は、チェンライのナイトバザールへ。あの雰囲気は、本当にびっくりしたー！まさに、アジア！！っていうエネルギーを感じた。必死に日本語で値切って、お土産を買ってたのしんだ。けど、店頭に寝かせられた赤ちゃんや、家族全員で店を出しているのを見て、生活の必死さも垣間見た。

明日から始まる村での生活にちょっと緊張・かなりワクワクしながら、『ファンディー（おやすみ－）』     　

　　（ゆり記）
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３月１７日(月)

４日目・出会い

快晴。朝食を食べて、チェンライYMCAからサイトゥン村に向かう。30分経つと一気にでこぼこ道になり、ひどい揺れとともに進んでいく。車内ではキャンパーが和やかに自己紹介やおしゃべりを楽しんで、友情がさらに深まっていく。約二時間後、村に着くと、大勢の子どもたちが伝統衣装で迎えてくれた。細かい刺繍やビーズがあしらわれた伝統衣装を着た子どもはとても可愛くて、感動した。セレモニーでは、子どもがダンスを披露してくれた。昼食はチェンマイでの食事とあまり味が変わらず一安心。

昼食後、初めてのワーク。すでに保健棟の骨格は出来上がっており、屋根と土運び、セメント作りに担当を分けて開始。私は土運び担当で、バケツリレーで土を渡していく。重くてしんどいけれど、子どもたちと仲良くなれた。

第二弾のセレモニーでは卵を積み上げた山に線香をさして、村の呪術師が儀式を行った。そして、男の人が何か唱えながら一人ずつに白い糸を巻いていく。何を言っているのかは分からないけど、幸せを祈ってくれているのが分かってうれしかった。ホストファミリーの発表があり、それぞれにドキドキの瞬間を待つ。私のファミリーにはなぜか奥さんらしい人が２人いて、正直動揺を隠せない。私とともに泊まるのは、ニーハオとアリソンだ。ホストファミリーの家に向かい、夜ご飯をいただく。少し塩辛い気がしたがおいしかった。お風呂・トイレ・犬・鶏全てに驚いた。日本と違いすぎる。お父さんは夜ご飯が終わるとどこかに去っていった。もう一人の奥さんのところの行くのだろうか･･･子どもと楽しく遊んでいると夜は更けていった。　（さち記）
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３月１８日(火)

５日目・Ｗｏｒｋ

ホームステイも二日目を迎え、まだなれないタイ語と英語でがんばっている。朝、日本人キャンパーに会うといつもは当たり前のことなのに、ほっとする自分がいる。

今日のスケジュールは、一日中ワークだった。日本の代表としてみんなの募金を使い保健棟を建てるとおもうと、責任感がわいてくる。筋肉痛の体を無理やり動かしワークに励んだ。

今日も昨日に引き続き、バケツリレーで土を運ぶ作業。すべてのキャンパーと村の人々、学校の生徒たちも手伝ってくれた。炎天下の中汗だくになりながらする仕事は正直きつかった。何度も水をのみにいき今思えば休憩しすぎだったかもしれない。座って水をのんでいると、子供たちの声がきこえてきた。遊んでいるのかと思ったら、もくもくと土を運んでいる。元気に声をだし、疲れた表情など一切出さず土を運んでいる。すごいと思った。２０前後の大人でさえしんどい作業を、いやな顔せずたんたんとこなしている。普通、小学生くらいの子ならバケツなんか放りなげて、遊びまわっているのが想像できる。しかし、村の子供たちは違った。子供特有のやんちゃな一面や、かわいらしい一面ももちろん持っている。しかし、やるときはやるといった普段の小学生ではあまり見られない、大人な一面を見ることができ感動した。日本の子供と比べるわけではないが、村の子たちは、本当に純粋な心を持っているように感じられた。テレビゲームや漫画を読んで遊ぶのではなく、ちょっとしたものを使い、遊びを作り出す。なにかもらったときに本当に感謝してお礼をいう。そいった、最近あまり見ることのできない子供の一面をみることのできた一日であった。

ちなみに今日のホームステイでの夕食は普段、庭を走りまわっているニワトリのはいったスープだった。　　

　（まーくん記）
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３月１９日(水)

６日目・Culture

サイトゥン村の朝が始まるのはとても早いです。

朝の５時半にはすでに鶏の「コケコッコー！」という鳴き声、お母さんが朝ごはんを作るトントントンという包丁の音、早朝から窓全開で隣の家から流れる爆音の音楽、そして６時半には村に響き渡るアナウンス。まだ慣れない初めての生活に戸惑いつつも、今日は子どもたちに日本文化を紹介する日なのでわくわくしながら準備をしました。

私たちのグループは、日本人、アメリカ人、タイ人と別れて違う遊びをすることになってしまったので子どもたちと会話できず、身振り手振りでの遊びになりました。しかし、言葉がなくても思った以上に紙風船や折り紙、縄跳びなど興味を示してくれました。子どもたちは覚えるのが早く折り紙がとても上手でした。その後、私たちが日本で預かってきたTシャツとバスケットボールを渡しました。子どもたちの嬉しそうな笑顔は、私を幸せな気分にしてくれました。

少し遊んだ後また私たちはワークに戻り、完成へ向けて汗を流しました。一生懸命働いた後のご飯はなんておいしいのでしょう。タイのＹＭＣＡスタッフが作ってくれる料理はいつも私たちの疲れを癒してくれました。また、今日はYOが作ったせみとハチの巣を食べて、意外においしかったことも衝撃的でした。

夕方、今日のワークが一段落すると、キャンパー全員で遊びました。アメリカの『こおりおに』、日本の『ピヨピヨさん』、タイの『シッピーシッピー』というゲームは、またキャンパーの絆を深めてくれた気がしました。最後の最後に思わぬハプニングが起こったけれど、今日も濃い１日が終わりました。　　　

(えりこ記)
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３月２０日(木)

７日目・Cooking

朝ごはんにごはんと野菜たっぷりのスープを食べ、子どもと一緒に学校に行く。

今日は各国料理の紹介の日で少しワークをした後、昼ごはんに向けて午前中から料理を作った。

日本の料理はちらしずし、もち、てんぷら。もちをつくのに使った、村のうすと杵は日本のものとは違う形だった。うすと杵が村においてあったことにちょっとびっくり。
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シアトルはBBQ、ラオスはパパイヤサラダを、タイは丼ぶりのようなものを出していた。タイキャンパーのところに見に行くと、「ワーン（甘い)」と言って食べ物を渡されたけど、食べてみるとやっぱり辛っっ！だまされた～。タイ料理の辛さは半端ありません。

おなかもいっぱいになって池のそばでボーっとしていたら子どもたちが集まってきた。一緒に写真とったりして遊んでいると、いろいろ話しかけてくれるのだけど何を言っているのかわからなくてちょっと寂しい。けど笑って一緒に遊んでいるだけでも十分楽しい！

晩ごはんはホストファミリーのお父さんとお兄さんにモン語を教えてもらいながら食べた。発音が難しくて苦戦しつつも楽しくご飯をいただいた。

家族や子どもたちや村の人ともだいぶ仲良くなってきたけども村にいられるのはあと１日ちょっとになってしまった。残り少ない時間を大切に過ごそう！
(つよし記)
３月２１日(金)

８日目・できたぁ～～～!!

今日は、村で過ごす最後の日!!　Workは、ほんとに仕上げ、道づくり、ペンキで壁塗り、ガーデニング、看板作り、掃除をした。看板には、『きもち・こころ・からだ』という言葉を各国の言語で書いた。最後に、看板を丸太２本にどのように固定させるか、言葉の壁を越えて討論しあった。この時、本当に気持ちが通じあえた気がした。言葉ではなく、伝えようという気持ちがあれば伝わると実感した。

　タイ、シアトル、ラオス、日本のみんなで汗を流し、歌をうたい、笑いあって、一つの目標に向かって力を合わせた、保健棟がついに完成した!!　あの達成感は忘れられない。

タイ人キャンパー同士で水の掛け合いが始まった。もちろん僕もスグに参戦、ベチャベチャになった。その流れで、川に泳ぎに行こうということになり日本人とタイ人と子どもたちと一緒に川で遊んだ。キャンパーも子どもみたいに無邪気に水を掛け合い遊んでいた。

　フェアウェルパーティーの前に一旦家に帰った。帰る途中、日本人キャンパーと「この道最後だね」と話していると、シアトルキャンパーも同時に同じことを考えていた。キャンパー同士気持はつながっている。

　そして、家族と過ごす最後の夜を迎えました。とてもきれいなモン族の衣装を着せてもらいパーティーに参加していた。保健棟の完成式典が行われ、小学生と各国から出し物をした。日本人は声を張り上げて虹を唄い、ポケモン音頭をみんなで踊った。最後の夜は、仲間や家族との絆がさらに深まった。

　残れるキャンパーだけでパーティーが終わってもカラオケ大会でカラオケをしながらみんなで話をした。

ながぁ～～～い一日だったがとても充実した一日だった。　　　　　

（ゆうすけ記）
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３月２２日(土)

９日目・行ってきます

　朝は、目覚ましより早く、妹弟の元気な声とコケコッコーで目覚めた。いつもは４時に起きて市場に仕入れに行くお母さんも、今日は仕事を休み、妹弟も土曜だから学校が休みだ。初めてで最後の家族７人で食べる朝ごはん。そして、最後におみやげ、住所交換をしていたら、集合時間の９時になってしまった。
　学校には、村人、子どもたち、ホストファミリーが集まってくれた。YOさんが、この村で過ごせたことに感謝の言葉を伝えた後、村人が中の円、キャンパーが外の円になり、キャンパーが進んでいき握手をしてまわった。自分の家族、友達の家族、近所のひと、子どもたち。みんな笑顔だったが、涙の滲む顔が増えてゆく。言葉が多少通じないぶん笑顔の濃い、たった６日間だったが、起きて学校に登校することが日常だった。いつでもあの日常に帰れる気がする。ヂューガン、someday！！
　ラオスをメコン河の向こう岸に見ながらバスに揺られ、ゴールデントライアングルへ。細い河が大河メコンに流れ込み、異国が川越しに広がる景色が、雄大だった。金ほどの値段の麻薬の密売人が、かつて国境を行き来して逃げたと言われており、麻薬博物館にも行った。
　メーサイへ向かい、ホテルで昼食をとり、買い物をした。メーサイは、ラオスとの物流が盛んで国境の検問所があり、観光地としても活気な街だった。そして、チェンライYMCAへ。そして、２回目のナイトバザール。皆タイでの買い物にも慣れ、服やお土産や、食べ物などたくさん購入していた。今日一日、皆は残された時間を意識しつつはしゃいでいたように思う。
（なっちゃん記）
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３月２３日(日)～２４日(月)
１０・１１日目・ありがとう。

　タイで過ごす最後の日。朝食後、ゾウに乗るために川へと向かった。喫水の浅い屋形船に乗り込み、いざ、ゾウさんのところまで！
五月蠅いエンジン音を背に、頬を撫でる風が気持ちいい水上ドライブは、あっという間の１時間。ゾウを前に高鳴る胸。しかし、その前に意外な生物が出迎えてくれた。ケージの中に入った２メートル程のニシキヘビ。皆で恐る恐る首に巻いてみた。思ったより重い。そして、やっぱりちょっと怖い。
ゾウの背中に乗った。最初は、２人掛けの鞍の上だったけど、象使いにゾウの頭の上を譲ってもらった。列を作ってのっしのっしと歩く１時間弱の道のりは、最高に贅沢で静かな時間だった。
　昼食を済ませた後、ハッピーホームと国営の有機農園見学の２組に分かれて移動。農園は国の主導で行われており、慣行栽培から有機栽培へと栽培方法を変える人達にその方法を教えている。国家プロジェクトとして食品の安全衛生に重きを置いていることに、正直驚いた。
　チェンライYMCAに戻ると程無く別れの時がやって来た。まず、シアトルキャンパーの見送り。明るく気さくな彼ららしく、笑顔で手を振り別れた。夕食を済ませた後、今度は僕達日本人キャンパーの出発。空港まで見送りに来てくれたタイとラオスのキャンパー達に「コップンクラップ」ありがとうと何度も言って搭乗口へと進んだ。
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　翌朝、関西空港に降り立つとＹМＣＡのスタッフさんとワイズの方々が出迎えて下さった。日本を発った時よりも少し温かくなっている空気に、タイで過ごした１０日間という貴重な時間の流れを改めて感じ、帰路についた。　　　　　　（よしかつ記）
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コラム
各国のゲーム紹介

～言葉なんて関係ない！～
　タイワークキャンプでのワーク中、暑さや疲労でキャンパー達のテンションが下がった時に至る所で行われたのが、輪になって皆で楽しむゲームです。タイにもアメリカにも盛り上がるゲームがあり、どれも大いに盛り上がりました。日本のものとよく似ているものもあり、楽しいことは万国共通なのだなと感じ、とても興味深かったです。これは日本でもやってみたらどんなに楽しいだろう！と感じたので、紹介したいと思います。
☆タイ版ジャンケン列車
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(左),Sai)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(－),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(左),sai)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(－),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(左),sai)  
la-EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(そして),kor)　

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(右),kwa)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(－),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(右),kwa)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(－),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(右),kwa)
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ま),Khang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(え),-)na  EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(う),khang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(し),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ろ),lang)  
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ま),khang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(え),-)na  EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ま),khang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(え),-)na  EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ま),khang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(え),-)na  

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(く),Jer) EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(る),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(っ),kon)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(と),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(まわ),kwang)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(し),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(て),na)-la-kor-
EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(じゃ),poi)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ん),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(け),ying)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ん),-)

EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps16 \o\ad(\s\up 11(ポン),coop)!

初めに２人組で向き合って、この歌にあわせて左右前後にジャンプします。そして最後のcoop!でジャンケンをして、負けた人が勝った人の後ろに着きます。そして勝ち抜いて最後まで先頭だった人が勝ち！！まさにジャンケン列車です！リズム感があってとても楽しいです♪
[image: image11.jpg]NN
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☆Boom-chick-a-boom  from Seattle

キャンプファイヤーでおなじみのブンチャカのアメリカ版です！テンション上がりまくります！
リーダー(L)：I said a boom-chick-a-boom

みんな(M)：(repeat)

L: I said a boom-chick-a-boom

M：(repeat) 

L:I said a boom-chick-a rock-a-chick-a　rock-a-chick-a-boom!

M：(repeat)

Uh-huh! All right!

※I said a blast-me-to-the-moon!バージョンもあり
リーダーが歌い、みんながそれを繰り返すだけの単純なゲームなのですが、さすがアメリカ人！すごくパワフルでやっているうちにとっても楽しくなります。この歌を小さい声で歌ってみたり、めちゃくちゃ大きな声で歌ってみたりと、リーダーの気分次第で雰囲気も変わります。日本のものとはまた違う楽しさがありました。
お互いの国のゲームを紹介しあうことで話題も広がるし、何より国境を越えて出会った仲間とこのようなひとときを過ごせることが幸せでした。日本人キャンパーは、ぜひ各ブランチで実際に披露して紹介してほしいと思います。

　（HARU記）

『モン族（Hmon、ミャオ族）

という民族』

　今回、僕たちがタイワークキャンプでホームステイした村は、サイトゥン村といい、モン族という民族が多く住んでいる。

そのモン族は、主に、中国南部、ベトナム北部、ラオス、ミャンマー、タイ北部に住んでいる。彼らは、昔から独立心が強く、独立を脅かされそうになると、服従するよりも周囲から隔絶した場所に引き下がることが多かったようだ。また、昔から、今でも自給農業で生活を支えている人が多い。こういった彼らの文化が、どんなことが起こっても山奥で生活していくことができ、繁栄する力を持っている。また、アニミズムを信仰している。
そして、彼らは同族意識が強く、男系を通じ、氏族組織をつくって村を形成していることが多い。また、年功序列で家長が集会に出て決まりを決める。このモン族は、大世帯を好む。だから、一夫多妻制が認められている。この理由として、家族が多いほど農業にかかわる働き手が増えるのでこの一夫多妻制でこの問題を解決しているところもある。しかし、結婚には男性に多くのお金がかかるので一夫一妻の家庭もある。しかし、親戚内の結婚は認められていない。

住居は地面にじかに建てることが多いが、貯蔵スペースを確保するために、高床式である。また、高床式にすることにより、家に湿気が溜まりにくく快適に過ごすことができる。どの家にも、出入り口が2つあり、炉も二つあり、一つは煮炊き、もう一つは暖をとるためにあるようだ。

また、19世紀ごろから、中国から南下してきたモン族がタイに定着し始めた。その背景の一つとして、ラオスのモン族はベトナム戦争中にアメリカの秘密軍として協力していた。しかし、ベトナム戦争では社会主義国家が勝利をおさめた。終戦後、米国はモン族社会を置き去りにした。その結果、ラオスではモン族の人権を侵害した。そういったモン族がタイへ難民として入ってきたり、米国へ亡命したりしてしまった。モン族には、こういった過去があるのだ。　

（みんじゅ記）
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